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　この本は気象の教室シリーズ全6巻の第1巻として出

版されたものである．「本書の性格をひと言で述べるな

ら，これは大衆小説の形を借りた純文学」という表現

や，本書はr求道派」の精神で書かれたr一つの作品」

といった内容の表現など，読む人がわくわくするような

ことが，まえがきや序論前半に書かれている．事実，

r誰が書いても同じであるような本は書きたくなかった」

とあるように，大学の講義形式で話が進められ，たとえ

話やこぽれ話，雑談も比較的多い．読んでいると，著者

の熱心な講義を聴いているような感じで，著者の鼻息ま

で聞こえる気がした．また北斎やダ・ヴィンチの絵，昔

の和歌なども引用されており，一風変わった，大気大循

環論についての本である．

　序論（1章）後半から本題に入るが，ここでは本書に

おける大循環論の論じ方，すなわち大循環論論が簡単に

述べられ，2章以下のオリエンテーションの観を呈して

いる．2章と3章では，観測から得られた大気上端にお

ける短波入射と長波放射の緯度分布図が示され，これが

大循環論の到着点であると強調されている．すなわち，

低緯度側と高緯度側の熱の過不足を解消するために大規

模運動が生じると考えるのではなく，この図を短波入

射，長波放射，大規模運動による極向き熱輸送の3者が

釣り合った平衡状態と考える．この考えは本書の柱とな

っている．また観測から得られた帯状平均温度及び帯状

平均東西風の緯度高度分布図も，そういった大気の平衡

状態を表したものとして示され，それに果たす大規模運

動（擾乱，波動）の役割の重要性が指摘される（なお，

上記3枚の平衡状態の図はたびたび引用されるので，頭

の中に焼き付けるか，コピーをとって横に置いておくと

よい）．そして4章から6章にかけて，大気中のさまざ

まな波動の性質や成因が紹介され，それらと平均場がど

のように作用しあって，熱収支や角運動量収支を保ち，

2章，3章で示した大気の平衡状態が実現されるかが述

べられている．ここでは方程式や文章よりも簡潔な記号

論理式というものを使っての説明も行われている．7章

では赤道上空の準二年周期振動と半年周期振動を取り上

げ，定常状態（平均値）よりも，振動現象の方が赤道大

気の本質的な特徴であることが述べられている．

　以上が本論の部分であるが，この本はここで終らな

い．r気象学にとってモデルとは何か」という表題で巻

末エッセイが載せられている．ここでは数値予報モデル

や気候モデルといったモデルは，気象学において如何な

る意義を有しているかが述べられているが，大気大循環

モデル（GCM）の研究にたずさわっている人（幸か不

幸か私は違う）が読めば，それまで読んできた本論の内

容も忘れてしまうほど強烈なことが書いてある．よくよ

く読んでみると本論の2章2節や5章5節に伏線があ

り，現象を理解することはどういうことかがポイソトだ

と私は感じた．

　あとは索引だけだと思っていると，まだ終らなかっ

た．rおわりに」があった．ここにも無視できない内容

のことが書いてある．研究者を求める内容の文で終わっ

ているが，本論の中で，「……の詳しいことは現在でも

よくわかっていない」など，研究者心をくすぐるような

表現がいくつか見られることもこれで納得できる．最後

に，この本から受け取った私なりの大循環のメメージは

「太陽と地球との共同作業によって作られた流れのよう

に見えるが，実は天下り的に押し寄せる太陽放射に対し

て，地球のさまざまな物理量が団結して全力で対処して

いる姿」である．そしてこの本は，物理量たちの努力の

結晶である大気大循環を美しいと感じ，その美しさの虜

になりたいと思う人にふさわしい本である．

　　　　　　　　　　（気象庁長期予報課　石原　洋）

32 、天気”39．8．


